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保二会：北陸電波高等学校応援団

同窓会の歩み



　北陸電波学校の創立から金沢工業大学附属高等学校の閉校まで、16年の
間に2,228名の学生が学び舎を巣立ち、金沢工大学園の現在を支える礎と
なりました。その卒業生が所属している同窓会が保二会です。今回、その成
り立ちと学生時代の思い出を紹介します。

　昭和32年 6月 1日、金沢市小坂町
に北陸電波学校が開校しました。当時、
テレビやラジオ、電話など情報通信分
野は最先端の産業で、優秀な技術者の
育成が急務でした。北陸電波学校には
学生から社会人までが集まり、最新の
技術を学ぼうとする熱気にあふれてい
たそうです。
　昭和33年 4月には北陸電波学校を
北陸電波専門学校に改称しました。さ
らに昭和34年 4月に所在地を金沢市
小坂町から金沢市上野本町（現・小立
野3丁目）に移転し、北陸電波高等学
校を開校しました。そして、昭和40
年 4月、金沢工業大学の開学に伴い、

北陸電波高等学校は金沢工業大学附属
高等学校に改称し、昭和48年 3月に
最後の卒業を送り出すまで、優れた人
材を輩出しました。
　保二会は、北陸電波学校、北陸電波
専門学校、北陸電波高等学校、金沢工
業大学附属高等学校の卒業生が所属す
る金沢工大学園に最初にできた同窓会
組織です。学園創設者で初代理事長を
務めた嵯峨保二氏の名前を取ったのが
名称の由来となっており、その歴史は、
北陸電波学校の創立から金沢工業大学
附属高等学校の閉校までの16年間に
凝縮されています。

最先端の技術を学ぶ学生が集う

金沢工大学園60周年記念特集 歴史を礎にさらなる躍進を

　金沢工大学園の歩みは、昭和
32年に開学した北陸電波学校か
ら始まりました。それから60年。
学園は、平成30年に国際高等
専門学校に生まれ変わる金沢工
業高等専門学校、全国有数の理
工系総合大学に進化した金沢工
業大学を擁し、ますます発展を
遂げています。これから3回に
わたって学園の軌跡を同窓会の
歴史とともにたどります。第1
回は保二会です。

保二会
第1回

▲北陸電波高等学校校舎

▲電波高校旗

▲小立野校舎時代の通信実習

同窓会の歩み
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小立野校舎 昭和34－38年

各校舎の思い出 2

▲印字機タイプライター室

▲北陸電波専門学校職員一同（昭和 36年）

▲高周波実験室

鳴和校舎 昭和32－33年

各校舎の思い出 1

▲北陸電波学校開校式・入学式（昭和 32年）

▲北陸電波専門学校入学記念撮影（昭和33年）

▲平尾先生の講義（昭和 32年）

▲実験機器

▲通信の実習

▲小立野校舎時代の無線実習

▲崎浦小学校旧校舎を利用した北陸電波専
門学校校舎（昭和 35年）

　バス製造会社で塗装を担当し
ていた21歳のとき、情報通信
という新しい分野を勉強したい
と思って夜間部に入学しました。テレビの同期回路の原
理をはじめ、モーターを一から作成するなど、覚えるこ
とは多かったですが、学ぶことが楽しかったですね。
　意見や質問が飛び交うなど、授業はいつも活発だった
と思います。そのように熱気あふれた学校での学びは、
敗戦から10年以上が経ち、世の中が大きく変わってい
くのを感じるには十分でした。学校で興味を持つことの
大切さを知り、それが私の人生の支えとなったことは確
かです。

当時を振り返って

興味を持つことの
大切さ知る
北陸電波学校専門部

手塚 泰夫 さん
（32年）

　当時の校舎は倉庫を改装した
教室が２部屋あっただけでし
た。でも、最先端の通信技術が
学べるとあって、社会人から学生までが集い、とにかく
勉強に没頭していました。休み時間になると、教室の机
をたたいてモールス信号の練習に励んでいたことが思い
出されますね。
　学ぶことに対して厳しい学校でしたが、大学のように
大らかで自由な雰囲気もありました。そして、いろんな
価値観の仲間と交流する中で、自分の殻を破っていった
と感じます。あの２年間は、人生を生きていくための知
恵を授かったのだと思います。

北陸電波専門学校専門部

小屋 忠男 さん
（35年）

人生を生き抜く
知恵を学ぶ

　実家の時計店を継ぐため、電
気や通信技術を学ぼうと入学し
ました。当時は小立野に校舎が
あり、朝、仲間とソフトボールをするのを楽しみに、急
ぎ足で登校したものです。恩師である藤島秀隆先生は学
生の思いに真正面から向き合い、受け止めてくれる人で、
いろんなことを安心して相談できましたね。
　一番の思い出は、卓球部での活動です。厳しかった先
輩は、今ではよき友人として交流が続いています。社会
に出た後、たくさんの困難を乗り越えられたのは、あの
頃に培った忍耐力のおかげですね。

思い受け止めてくれた
恩師に感謝
北陸電波高等学校

水野 四郎 さん
（39年）
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金沢工業高等専門学校

金沢工業大学

●

昭和37年4月1日開校
初代校長　青山兵吉就任

● 昭和40年12月4日
　 2代校長　竹村重武就任

● 昭和40年4月1日開学
　 初代学長　青山兵吉就任

● 昭和48年6月1日
　 2代学長　京藤睦重就任

● 昭和53年6月1日
　 3代校長　新名健吉就任

●
昭和61年4月1日

4代校長　佐久間亘就任

●
昭和59年6月1日

3代学長　木羽敏泰就任

昭和 32 年 昭和 35 年 昭和 40 年 昭和 45 年 昭和 50 年

北陸電波学校

北陸電波専門学校

保二会を結成 

北陸電波高等学校 金沢工業大学附属高等学校

● 昭和33年3月31日閉校

通信科・テレビ科・通信科別科

高等部：通信科・通信技術科
専門部：通信科

通信科・通信技術科・電気工学科・電子工学科・専攻科 普通科・通信科・通信技術科・電気工学科・専攻科

● 昭和38年3月31日閉校

● 昭和32年6月1日開校
　 校長代理　青山兵吉就任
● 昭和32年12月25日
　 第1回卒業式

● 昭和33年4月1日開校
　 校長　青山兵吉就任

● 昭和34年1月5日
　 北陸電波専門学校を「小立野校舎」に移転

● 昭和34年4月1日開校
　 初代校長　青山兵吉就任

●
 昭和39年4月1日
2代校長　室橋隆三就任

● 昭和42年4月1日
　 「野々市校舎」から「扇が丘キャンパス」に移転

● 昭和42年8月19日
　 保二会第1回総会開催

● 昭和40年4月1日校名変更 ●
昭和48年3月31日閉校

会長　：小屋 忠男
副会長：長谷 俊一郎
　　　　神 亮一

学生の憧れの的だったのが応援
団で、年に一度の「高校相撲金
沢大会」は晴れ舞台でした。団
長と団員の威勢の良いかけ声に
合わせ、学生たちが一糸乱れぬ
声援を繰り広げていきました。

野々市校舎以降

高校相撲金沢大会

昭和38－48年

各校舎の思い出 3

▲金沢工業大学附属高等学校最後の卒業式

▲金沢工業大学附属高等学校入学式

▲応援団のメンバー

▲野々市校舎 ▲授業の様子

室橋 隆三青山 兵吉

　野々市小学校
の元校舎で２年
間を過ごした
後、金沢工業高
等専門学校と金
沢工業大学の学
生と一緒に学び
ました。特に大
学生は大人びて
いて、憧れの存在だったことを覚えて
います。
　先見の明を持った先生が多く、私た
ち学生の視野を広げてくれましたね。
現代にも通じる知識が多いので驚きま
す。そして、親身になって相談に乗っ
てくれた先生に感謝しています。
　男子校でしたので絆が強く、何かし
ようとすると団結力がありました。今
でも仲間とは交流していて、かけがえ
のない友人ができたのが財産です。

かけがえのない
友人が財産に
金沢工業大学附属高等学校

宮崎 義也 さん
（44年）

金沢工大学園60周年記念特集

同窓会の歩み
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● 昭和63年6月1日
　 4代学長　佐藤豪就任

● 平成6年6月1日
　 5代学長　石川憲一就任

● 平成7年4月1日
　 5代校長　堀岡雅清就任

● 平成18年4月1日
　 6代校長　山田弘文就任

●
平成26年4月1日

7代校長　ルイス・バークスデール就任

●
平成28年4月1日
6代学長　大澤敏就任

　今から60年前、北陸電波学校が開校し、金
沢工大学園の歴史が始まりました。私たち保二
会会員は、学園の礎となった北陸電波学校、北
陸電波専門学校、北陸電波高等学校、金沢工業
大学附属高等学校で学んだことを誇りに思いま
す。
　学園は今、大きな転換期を迎えているのだと
理解しています。平成30年に白山麓キャンパ
スを開設、4月には国際高等専門学校が始動し、
グローバルイノベーターを目指す15歳からの
新しい高等教育システムに期待がかかります。
　また、近年は扇が丘キャンパスにおいて、福

利厚生棟の21号館、チームラーニングの拠点
である23号館、学生イノベーターを育てる12
号館、そして新夢考房が完成するなど施設面も
充実していく姿を目にし、卒業生として母校の
発展に心強さも感じています。
　金沢工業大学附属高等学校の閉校により、私
たちが学んだ学校の歴史はいったん幕を閉じま
した。しかし、私たちは学園を母校と思い、学
園とのつながりを一層、深めていきたいと考え
ています。60周年という節目に際し、すべて
の卒業生の心が一つになり、学園が盛り上がる
きっかけとなることを願っています。

金沢工大学園の設置学校の変遷

保二会　竹嶌  茂孝 会長学園はいつまでも「母校」

北陸電波学校、北陸電波専門学校、北陸電波高等学校の校歌 金沢工業大学附属高等学校の校歌
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● 保二会会報
昭和 42 年 12月1日に発行された保二会会報の
創刊号。学園創立 10 周年記念式典に併せて開
催された総会の様子や会報誌に寄せる期待、学園
発展の様子などを掲載しています。
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　「同窓のつどい」は平成 29 年 9
月 2 日、会員 75 人、恩師 3 人が
出席して金沢市のテルメ金沢で開か
れ、懐かしい仲間や恩師との久しぶ
りの再会を喜び合いました。
　保二会では、昭和 32年の北陸電
波学校開校から昭和 48年の金沢工
業大学附属高校閉校までの 16年間
で学んだ保二会の会員を対象に「同
窓のつどい」を実施しており、今回で
3年ぶり3回目の開催となりました。

　最初に竹嶌茂孝会長（40年）が「久
しぶりに会う会員の方も多いと思い
ます。限られた時間の中で、恩師や
旧友とともにゆっくり語らいましょ
う」と挨拶しました。こぶし会の松
田真一会長、早川義造副会長、殿村
和也副会長も出席し、松田会長が「保
二会のような結束力、団結力のある
組織に、こぶし会を育てていきたい」
と述べました。
　この日は、藤島秀隆先生、奥田堅

三先生、佐藤守先生も駆け付け、代
表して藤島先生が近況を話された
後、乾杯の音頭を取り、懇親会がス
タートしました。参加者たちは、学
生時代に戻ったかのように恩師や旧
友と語らい、大いに盛り上がりました。
　最後に、参加者全員で校歌を熱唱
し、野村太慶司さん（37年）が中
締め、中橋勝美さん（41年）が閉
会の挨拶を行い、参加者全員が別れ
を惜しみながら、再び集まることを
誓い合いました。「同窓のつどい」
では、金沢工大学園が推進する寄付
金募集にも協力しました。

　文化講座「陶芸教室」は平成 29
年 6月 4日、金沢市の陶芸工房「北
陶」で開かれ、会員とその家族 9
人が参加し、世界で一つだけの作品
づくりに没頭しました。
　陶芸教室は 7 年ぶりの開催で、
北陶の飯田雪峰先生と北村鶴代先生
が指導を担当。最初に飯田先生が
「重さや高台の高さを手で感じるな
ど人間の五感に訴えかけるのが茶碗

です。お茶を飲む人のことを想像し
ながら、自由な感性で作陶を楽しん
でください」と挨拶しました。この
後、早速制作がスタートし、飯田先
生が実演を交えて説明。大人は抹茶
碗、子供は皿に挑戦しました。
　参加者たちはまず、土をしっかり
と練り、台の上で土の中央にくぼみ
を作り、土を持ち上げるようにして、
少しずつ抹茶碗の形に仕上げていき
ました。「皆さんつくるのがとても速

いですね」という飯田先生に対し、「も
のづくりの学校だからかも」とある
参加者が返答すると、しばしその場
が和みました。
　先生方の力も借りながら、1時間
もすると素人とは思えない出来栄え
の抹茶碗が完成し、参加者は満足げ
な表情を浮かべていました。最後に
飯田先生が「同じ土を使っていても、
抹茶碗にはそれぞれの個性が出てい
ます。作品には皆さんの人生が凝縮
しているのです」と話すと、参加者
は自分の抹茶碗をしげしげと見つめ
ていました。

懐かしい旧友と賑やかに
同窓のつどい

個性あふれた抹茶碗が完成
陶芸教室

▲校歌に合わせて校旗をふりました

▲同窓のつどいに参加した皆さん

▲抹茶碗づくりに夢中でした

▲この抹茶碗は、
第 17 回こぶし
祭の「くつろぎ処 
保二亭」で使用
されました

保
ほ じ か い

二会
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　平成29年度研修会が平成29年8
月5日、会員21人が参加して行われ、
北陸新幹線の延伸工事が行われている
川北橘高架橋と、拡張工事が進んでい
る金沢市新廃棄物埋立場の現場を見学
しました。
　一行はまず、鉄道・運輸機構小松
鉄道建設所の鈴木隆所長から説明を
受けた後、白山市から川北町にかけ
た2.8 ㎞を工区とする川北橘高架橋
周辺を訪れ、RC橋脚や RC連結橋
脚、ラーメン高架橋の工事の進捗状
況を見て回りました。また、北陸新
幹線の安全安心な走行を確保するた
め、東日本大震災以降、杭や基礎の
強度基準が厳しくなっている取り組
みを確認。参加者は、いずれは新幹

線が走る約 10
ｍのラーメン高
架橋の上にも登
り、貴重な経験
を喜びました。
　続いて、次期
埋立場の建設が進む金沢市の戸室新
保埋立場へ。金沢市環境局環境政策
課埋立場建設事務所の木谷哲所長が
工事の概要について解説しました。
3期目となる次期埋立場は、耐用年
数が約50年で、ごみに触れた雨水
を公共下水道で処理し、緩衝緑地を
確保するなど周辺環境に配慮したも
のとなります。参加者は広大な敷地
を整備する工事現場を目の当たりに
し、暮らしに欠かせない施設が完成

する姿を思い浮かべました。この埋
立場は、平成32年の供用開始を目指
しています。

新幹線橋脚工事に感嘆
平成 29 年度研修会

土木工学科・環境土木工学科土木工学科・環境土木工学科ながつき会

▲研修会に参加した皆さん

▲次期埋立場の広さに驚きました

魅力的な金沢を巡る
第 13 回金沢歴史探訪

高専同窓会

　第13回金沢歴史探訪
が平成29年6月17日、
金沢市の本多の森公園周
辺で開かれ、会員ら14
人が参加し、藩政期の面
影が残る街並みを巡りな
がら、歴史都市・金沢の

新たな魅力に迫りました。
　金沢歴史探訪の案内役は、観光ボラ
ンティアガイド「まいどさん」として
長年活躍している本野政信さん（保二
会・38年）が務めました。一行は、
金沢市立中村記念美術館と鈴木大拙館
を結ぶ “緑の小径” を進み、途中、加
賀百万石の筆頭家老・本多家が作庭し
た松風閣庭園を見学し、明と暗のコン
トラストの美しさに目を奪われました。
　続いて、石川県立工業高校を訪れ、

創立者の納富介次郎が日本の工業工芸
の基礎教育に多大な功績を残したこと
を学び、日蓮宗の古刹・本行寺では、
この寺を創建した囲碁の初代本因坊算
砂の石碑や金沢市の保存樹林を見て回
りました。
　この後、江戸初期、坂の上に住んで
いた加賀藩の重臣・篠原出羽守が、娘
を本庄主馬へ嫁がせたことからその名
がついた「嫁坂」を上り、北陸学院ウ
ィン館へ。同館は1888（明治21）年
に建てられた金沢に現存する最古の異
人館で、バルコニー、ベイウィンドウ
などの意匠が施されたアメリカの典型
的な建物です。最後に、参加者は加賀
八家として1万7000石の石高を誇っ
た奥村家（宗家）屋敷跡の土塀にも金
沢の歴史の奥深さを感じていました。

▲金沢歴史探訪に参加した皆さん

▲初めて訪れた場所も少なくありませんでした
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　第50回工大祭に併せた機扇会交流
会（石川県同窓会）が平成29年10
月21日に行われました。この交流会
は、支部組織がない石川県内の機扇会
会員の交流を図るため、懐かしい工大
祭の期間中に3年前から実施してお
り、今回で3回目となります。
　今年は、金沢工業大学に新設された
施設を中心にキャンパスツアーを行い
ました。ライブラリーセンター内の「工
学の曙文庫」のほか、平成29年に完
成したばかりの「チャレンジラボ」と

「新夢考房」を見学した会員たちは、充
実した施設に驚き、母校の躍進を喜び
ました。
　ツアー終了後の懇親会では「今後は
会社の後輩にも声をかけて参加した
い」と話す会員もおり、大いに盛り上
がりました。機扇会では、この交流会
を来年以降も続けていきたいと考えて
おりますので、皆さんご参加ください。

　第32回異業種交流会は平成29年
8月20日、金沢市のANAホリデイ・
イン金沢スカイで13人が出席して開
かれ、寺賀俊明さん（45年）が「我が
人生を振り返って」と題して講演しま
した。
　寺賀さんは、主に汎用コンピュータ
の営業販売に40年間携わり、パソコ

ン黎明期にはコンピュータ周辺機器な
どの開発にも取り組みました。ワープ
ロソフト用のかな漢字辞書をメモリに
搭載した製品を販売した時には「大ヒ
ットして会社が急成長した」そうです。
　その後、コンピュータ市場の縮小に
苦しんだものの、「自分の居場所を見
つけ、自分の役目を果たすことができ
て満足だった」と晴れやかな表情で語
りました。

　平成29年度総会と記念講演会、懇
親会が平成29年8月5日、金沢工
業大学21号館で会員や先生ら40人
が出席して開かれ、新会長に荻田幸男
氏（電気・44年）を選びました。
　総会では、荻田新会長が「会員同士
の絆が深まるよう、新事業の実施も検
討していきたい」と就任挨拶を行いま
した。総会に先立ってキャンパス見学

会を実施しました。
　記念講演会では、小原健司先生が「金
沢工大教員としての13年を振り返る」
と題して講演し、学生が興味を持つよ
うにユーモアを交えた講義を行ってき
たことなどについて話され、会員一同
は熱心に耳を傾けました。
　小原先生の謝恩を兼ねた懇親会で
は、研究室で学んだ会員から小原先
生に花束と記念品が贈られ、互いに学
生時代の思い出話や近況を語り合うな
ど、和やかな会となりました。

自分の役割を果たす
第32回異業種交流会

新会長に荻田幸男氏（電気・44年）

平成 29 年度総会・記念講演会・懇親会

▲総会などに出席した皆さん

経営工学科・経営情報工学科・情報マネジメント学科・情報経営学科・経営情報学科経営工学科・経営情報工学科・情報マネジメント学科・情報経営学科・経営情報学科

電気工学科・電子工学科・電気電子工学科・情報通信工学科・電子情報通信工学科電気工学科・電子工学科・電気電子工学科・情報通信工学科・電子情報通信工学科

経
け い こ う か い

工会

琥
こ ぼ く か い

睦会

母校の新たな施設に驚き
第3回交流会（石川県同窓会）

▲交流会に参加した皆さん

機械工学科・機械システム工学科・物質応用工学科・先端材料工学科・機械工学科・機械システム工学科・物質応用工学科・先端材料工学科・
物質システム工学科・ロボティクス学科・航空システム工学科物質システム工学科・ロボティクス学科・航空システム工学科機

き せ ん か い

扇会

第33回異業種交流会
■日時 平成30年1月21日（日）

受付10:00　開始10:30
■場所 ANAホリデイ・イン金沢スカイ
■会費 2,000円
 （昼食込み、講演聴講のみは無料）
■講師 金沢工業大学情報フロンティア学

部経営情報学科講師
平本督太郎氏

■演題 「SDGsビジネス ～地方創生を活
性化させる年間7兆ドルの巨大
市場とは？～」

■申し込み　前日までに経工会ホームペー
ジ参加フォームから申し込むか、こぶし会事
務局（076-294-6375）までご連絡ください。
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機扇会（きせんかい）
機械工学科　　　　　　機械システム工学科
物質応用工学科　　　　先端材料工学科
物質システム工学科　　ロボティクス学科
航空システム工学科

琥睦会（こぼくかい）
電気工学科
電子工学科
電気電子工学科
情報通信工学科
電子情報通信工学科

北陸電波学校 北陸電波専門学校
北陸電波高等学校 金沢工業大学附属高等学校

積木会（つみきかい）
建築学科
居住環境学科
建築都市デザイン学科
建築デザイン学科

経工会（けいこうかい）
経営工学科
経営情報工学科
情報マネジメント学科
情報経営学科
経営情報学科

扇翔会（せんしょうかい）
情報処理工学科
情報工学科
メディア情報学科

ながつき会
土木工学科
環境土木工学科

学科同窓会

こぶし会

保二会（ほじかい） 大学同窓会 高専同窓会

金沢工大学園　同窓会組織図

平結会（へいゆうかい）
人間情報工学科　　環境システム工学科 　バイオ化学科
環境化学科　　　　生命情報学科　　　　　心理情報学科
応用バイオ学科　　応用化学科

　学園祭ミーティング（卒業生懇親会）
は平成29年10月21日、金沢工業大
学の23号館で開かれ、卒業生や在学
生、教員ら20人が出席し、互いの近
況を話すなど親睦を深めました。
　はじめに、情報工学系の阿部倫之
准教授と情報フロンティア系副主任
の出原立子教授が、情報工学科とメデ
ィア情報学科の現状を説明。この後、

村松俊臣さん（H23年）が、平成27
年に起業したアプリ開発会社「Beta 
Computing（株）」の近況について「社
員1人を増員できるほど順調に業績が
伸びている」と話しました。
　また、ロボットプロジェクトに所属
していた有本光さん（情報工学科4年）
が、NHKロボコン2014でベスト4
に入った思い出や、3Dプリンターで

「シャボン玉発生機」を製作したこと
などを話しました。さらに、福田崇之
さん（H7年）から、これから金沢工業
大学が取り組むAI/IoT/ビッグデータ
を活用した白山麓キャンパス構想につ
いて発表がありました。
　最後に、加原智彦会長が「今後も学
園祭に合わせて同窓会を行う予定で、
来年は3年に1度の総会も開催します。
皆さま方のご参加をお待ちしておりま
す」と挨拶し、閉会しました。

　平成29年11月25日、26日に
開催され、186人の卒業生が参加し
ました。大学内で水野教授の講義が行

われた後、和倉温泉「のと楽」に会場
を移して大宴会を開きました。水野教
授は「どんな分野に進んでも、夢をあ

きらめな
いで持ち
続けてほ
しい」と
卒業生に
エールを
贈りまし
た。

積木会建築研修会
　平成29年11月19日に「岐阜県美
濃の現代建築を巡る」を開催し、会員
とその家族12人、在学生19人が参加。
著名な建築家の設計による “ぎふメデ
ィアコスモス” “多治見市モザイクタイ
ルミュージアム” を視察しました。

在学生と卒業生が活動発表
学園祭ミーティング

情報処理工学科・情報工学科・メディア情報学科情報処理工学科・情報工学科・メディア情報学科

建築学科・居住環境学科・建築都市デザイン学科・建築デザイン学科建築学科・居住環境学科・建築都市デザイン学科・建築デザイン学科

扇
せ ん し ょ う か い

翔会

積
つ み き か い

木会
水野一郎研究室40周年記念同窓会
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吹き抜けを見上げる参加者吹き抜けを見上げる参加者
人間情報工学科・環境システム工学科・バイオ化学科・環境化学科・人間情報工学科・環境システム工学科・バイオ化学科・環境化学科・
生命情報学科・心理情報学科・応用バイオ学科・応用化学科生命情報学科・心理情報学科・応用バイオ学科・応用化学科平

へ い ゆ う か い

結会

　第3回総会は平成29年10月21
日、金沢工業大学23号館で30人が
出席して開かれ、役員人事で中屋真悟
会長（H11年）を再任しました。
　総会では、中屋会長が「平結会は、
平成以降に卒業した学科の卒業生で
組織されています。これからも会員同
士の絆を大切にした同窓会を目指し
ていきますので、皆さんの力を貸して
ください」と挨拶しました。来賓とし
て殿村和也大学同窓会会長が「こぶし
会活動への積極的な参加をお願いい
たします」と呼び掛けました。

　続いて松原
伸 一 氏（H11
年）を議長に選
び、役員人事、
平成29年度事
業計画案、平
成28年度収支
報告が承認さ
れた後、中屋会長が「現在、平結会の
事業は、卒業記念パーティ＆入会式と
3年に1度の総会だけですが、新た
な事業の実施も検討していきたい」と
今後の方針を示しました。

　この後、金沢市のテルメ金沢に会場
を移して懇親会が行われ、家族での参
加や懐かしい顔ぶれがそろうなど、終
始、笑い声の絶えない会となりました。

新規事業の実施を検討
第3回総会

▲懇親会に参加した皆さん

技術者の心構え学ぶ
学生が帰国報告会で成果を発表
金沢工業高等専門学校と金沢工業大学が
実施する国際交流プログラムに対して、
こぶし会では支援を行っています。この
プログラムに参加した学生が帰国報告会
で成果を発表しました。

　平成29年度に支援したのは「ラー
ニングエクスプレス（インドネシア）」「泰
日工業大学サマープログラム（タイ）」
「イギリス英語研修（イギリス）」の
事業です。参加した学生は帰国後
に報告会に臨み、成果を発表しまし
た。
　平成29年9月9日から23日まで
の期間で実施されたラーニングエクス
プレスでは、金沢工業大学から12
人が参加し、3つの班に分かれて現
地の村人が抱えている問題解決に取
り組みました。

　カリパン村では、日本のポテトチッ
プスに似た「ガルーチップ（原料は
ウコン）」の増産に知恵を絞りました。
学生たちは雨期でもウコンが収穫でき
るようビニールハウスの建設やウコン
を保存するための保管箱、ガルーチッ
プを作る道具の改良を提案しました。
　今回の事業に参加した学生たち
は、英語力やプレゼンテーション能力
の不足を感じながらも「人の役に立
つ大切さを知り、技術者としての心
構えが明確になった」と話し、人間
的な成長を感じさせました。

こぶし会の国際交流事業支援
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毎年恒例となったイベント「こぶし祭」。17回目を迎えた今年は、
10月14・15・21・22日の4日間開催されました。22日は台風
の接近に伴い、開催時間が半日に短縮されましたが、全国の自慢の
特産品を取りそろえた「こぶし屋」をはじめ、豪華賞品が当たる大
抽選会など、多彩なイベントにたくさんの来場者が訪れました。

全国から集まった
珍しい品々が人気！

こぶし屋には、全国47都道府県のこぶし会
支部から “うまいもの” が届きました。栃木
県の「宇都宮餃子」、北海道の「ジンギスカン」、
秋田県の「いぶりがっこ」などが並び、来場
者たちが品物を次 と々購入しました。リンゴ
や大根、サツマイモ、シイタケなどの生鮮野
菜も人気を集め、次 と々完売していきました。

こぶし祭

名産品を求めてこぶし屋に人だかりができました

全
国
か
ら
卒
業
生
が
集
結

全
国
か
ら
卒
業
生
が
集
結

台
風
に
も
負
け
ず
！

台
風
に
も
負
け
ず
！

こぶし屋
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くつろぎ処

保二亭

まろやかコーヒーで
安らぎのひとときを

こぶし会会員の茶碗を用い
抹茶と和菓子でおもてなし

ものづくりって楽しい！
親子で仲良く創作

こぶし庵では、こぶし会
会員が石川県内などで
汲んできた名水でいれた
コーヒーを無料でサービ
スしました。何と言って
も名水を使っているだけに、コーヒーの味わ
いも格別なよう。家族連れやカップル、友
人同士がコーヒーを片手に席に座って話し
込む姿が見られました。

保二会の「くつろぎ処 保二亭」が4年ぶりに復活し、
裏千家助教を務める山本茂さん（保二会・47年）の
ご子息・翔さんが協力しました。来場者は、おいし
い和菓子とともに、こぶし会会
員がつくった
茶碗で抹茶
をいただき、
ゆったりとし
た時間を過ご
しました。

手作り工作コーナーでは、クリス
マスリース、コマ、プラトンボが作れるとあって、親子
連れを中心に人気を集めました。中でもクリスマスリー
ス作りは、色の組み合わせを工夫することによってオリ
ジナルの作品を親子で仕上げていきました。

こぶし会会員がやさしく教えました

金沢高専
ホームカミングデー
卒業生が久しぶりに
母校に訪れて懐かしむ

高専祭に併せて金沢高専では、
卒業生に学校を見学してもらう
「ホームカミングデー」を開催しま
した。山田陽子さんと大倉亜由
美さん（ともに国際コミュニケー
ション情報学科・H23 年）は「来
年から国際高専に変わるので、
金沢高専の校名を写真に収めよ
うと思って来ました」と久しぶり
の母校に目を細めていました。 学校に戻ってくると学生時代の

記憶がよみがえります

1

11

21

2

12

22

3

13

4

14

5

15

ほっとするおいしい
コーヒーが評判でした

こぶし庵

手作り工作コーナー

一期一会のおもてな
しが喜ばれました

● 全国の支部の方々が駆け付けました！ ●
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100Km歩行応援隊
大学同窓会が実施
台風に負けじと歩いた学生をめった汁で激励
10月22日早朝、工大祭恒例の100Km歩行に「100Km歩
行応援隊」が駆けつけました。今回は台風の影響によって「ア
クロス高松」がゴールとなり、参加した学生82 人中72人が
到着。ずぶ濡れの学生たちは、用意しためった汁と栄養ドリン
クで体を癒し、ほっとした表情を浮
かべていました。

ステージ企画
こぶし祭を盛り上げたのがス
テージ企画です。柳家喬之
助師匠が古典落語『宮戸川』、
マギー司郎さんが軽妙なトー
クとおなじみのナンセンスマ
ジックで、会場を大いに沸か
せました。また、地域で踊り
を学ぶ幼稚園から小学校6年
生までの50人がチアリーディ
ングを披露しました。

かわいいダンスと円熟の芸が観衆を喜ばせました

応援の差し入れ
に笑顔がこぼれ
ました

来場者の方々を元気にお迎えした
今年のこぶし祭も無事に終えるこ
とができました。これもひとえに、
実行委員、北海道から沖縄までの
各支部のご協力のおかげと感謝し
ております。皆さん、ありがとうご
ざいました。

ごあいさつ

こぶし祭実行委員長

河村宣俊さん
（高専・電気・54年）

チア＆寄席で
大いに盛り上がる

16

6

17

7

18

8

19

9

20

10

1
12

2
13

3
14

4
15

5
16

6
17

7
18

8
19

9
20

10
21

11
22

札幌支部　　青森支部　　岩手支部　　宮城支部　　秋田支部　　福島支部　　栃木支部　　新潟支部　　福井支部　　山梨支部　　静岡支部
愛知支部　　三重支部　　滋賀支部　　奈良支部　　鳥取支部　　島根支部　　岡山支部　　香川支部　　愛媛支部　　高知支部　　沖縄支部

全国の会員から応募いただいた「お楽しみ抽選
会」の主な当選者は次の皆さんです。残りの当
選者の方々はホームページ上で発表しています。

 お楽しみ抽選会当選者発表
クイズの答え　夢考房

こ賞　iPad mini 4
 遠藤 貴さん（大学・機械システム・H7年）

ぶ賞　Nintendo Switch
 橋本 照久さん（大学・情報・60年）

し賞　衣類スチーマー
 松本 和彦さん（大学・電気・H14年）

こぶし祭大抽選会  こ賞当選者
今回も豪華賞品のオンパレード！幸運を引き寄せて
当選された皆さん、本当におめでとうございます。

10/14 土 10/15 日 10/21土

手林 鎮伸さん 梅木 基成さん 垣内 美咲さん 前田 宜之さん
高専・機械・H11年 高専・機械・4年生 地域の方 大学・経営・H15年

50インチ
4Kテレビ

電動アシスト
自転車

タブレット型
パソコン

「和倉温泉加賀屋ご家
族4名様」または「USJ
ペア2名様」ご招待

KID’S  CORNER

子供たちの抽
選会も開催

10/22 日



ALL KIT-ICT体制づくりを

　金沢工大学園の創立60周年記念式
典は平成29年 6月 1日、金沢工業大
学多目的ホールで学園役員や教職員、
学生代表ら720人が出席して開かれ、
これからの学園の飛躍を誓い合いまし
た。
　記念式典では冒頭、泉屋利郎理事長
が平成30年4月に国際高専（ICT）が
誕生するのを機に「ALL KIT-ICT体制」
の構築を呼び掛けました。さらに「学
園創設者である泉屋利吉翁が貫いた『国
を思う心』と『わが学園を愛する心』

を継承して前進してい
きます。また、本学園
が追い求めてきた『高
邁な人間形成』教育が、
ますます充実していく
ことを願います」と式辞を述べられま
した。
　表彰では、多大な功績を残して退職
した元教授の浦憲親、西田進、中谷政
夫、木田外明、久保猛志、島田洋一、
青木克比古の7氏に大澤敏学長から名
誉教授称号記が授与されました。また、

工学アカデミア計画資金に多額な寄付
を行った企業と個人に感謝状を贈呈し
た後、永年勤続者を表彰しました。最
後に出席者一同で学園歌を斉唱し、散
会しました。
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新しい技術と価値の創造へ

　次代に必要な技術の創出と新しい
価値の創造に取り組むための拠点で
ある「Challenge Lab（新 26号館）」
の竣工式が平成 29 年 7月3日、学
園関係者らが出席して行われ、未来の
イノベーションを生み出す施設の誕生
を喜びました。
　竣工式では、大澤敏学長が「Challenge 

Lab を新たなイノベー
ションを生み出す場所と
して活用していただきた
い」と挨拶し、泉屋利郎
理事長、大澤学長、ルイ
ス・バークスデール校長らがテープカッ
トしました。
　Challenge Labは、「Co-creation 

Studio」「C∞（インフィニティ）
Lounge」「Creative Design 
Hub」の3つのスペースに分か
れます。
　Co-creation Studioは、分
野を超えた共創教育を実践す
る拠点です。専門分野を超えた
チームが問題解決を実践し、イ
ノベーションに挑戦する研究を
行います。C∞Loungeには、

分野を超えた人と知が集まります。学
問の本質を追究し、議論の中から新し
い知が生まれていきます。Creative 
Design Hubは、IoT（モノのインター
ネット）やAI（人工知能）、データサイ
エンスといった社会の基盤となる新た
な技術を学ぶ場です。
　Challenge Labでは平成 29年 9
月30日、アイザック・ニュートンの著
書「プリンキピア」について解説する
科学講座を開催しました。今後も随時、
ライブラリーセンターの貴重本を活用
した科学講座を開催する予定です。

Challenge Lab（チャレンジラボ）がオープン

休憩スペースとしても使われるC∞ Lounge

テープカットする学園関係者

学園の発展を目指すことを確認した記念式典
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創立60周年記念式典
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丸山菜摘さんが最優秀賞

2大学の修士号取得が可能に

　小型無人飛行機プロジェクトは平成
29 年 9月1日から3日間、東京都大
田区大森スポーツセンターで開催され
た第13 回全日本学生室内飛行ロボッ
トコンテストに参加し、自動操縦部門に
出場した「KFE（カナザワ・フライング・
イーグル）」号が2連覇を果たしました。
　初日に機体審査を通過。2日目は各
部門の予選が行われ、KFE号は12チー

ム中 5 位で予選を通過しました。最終
日の決勝でKFE号は、自動着陸のミッ
ションだけは断念したものの、制限時
間ぎりぎりの 3分 46 秒で帰還しまし
た。
　チームリーダーの市邉星香さん（航空
システム工学科2年）は、「みんなの頑
張りで優勝できてうれしいです。来年は
全ミッションをクリアして優勝したいと

思います」と3連覇に意欲を見せていま
した。

　第13 回関数グラフアート全国コンテ
ストが平成 29 年 8月26日に東京理
科大学で開かれ、グローバル情報学科
3 年の丸山菜摘さんが最優秀賞を受賞
しました。
　関数グラフアートとは、円や直線、放
物線といった関数を組み合わせて絵を
描くアート・パフォーマンスです。コン
テストでは、関数の使い方のうまさ（数

学力）と美しさ（芸術性）を競いました。
　丸山さんは、金沢市の名所である兼
六園のシンボル・徽軫灯籠（ことじとう
ろう）が雨に濡れる様子を、三角関数や
絶対値関数などの関数で表現し、「緻密
な計算と雨の表現方法、灯籠の立体感
を出すための工夫が素晴らしい」と評価
されました。
　コンテストでは昨年も金沢高専生が

最優秀賞を受賞しており、2 年連続の
快挙となりました。

　金沢工業大学（KIT）の大学院工学研
究科情報工学専攻博士前期課程と、ロ
チェスター工科大学（RIT）の大学院博
士前期課程コンピュータ工学専攻間で
「デュアルディグリーマスターズプログラ
ム」を実施するための協力協定書署名
式が平成 29 年 6月9日、ロチェスター
工科大学で行われ、大澤敏学長とロチェ
スター工科大学のジェレミー・ヘフナー

学事担当上級副学長が協定書に署名し
ました。
　RIT は雑誌『U.S.News & World 
Report』の2016 年版「America’ s 
Best Graduate Schools」において、
工学分野の修士課程で全米トップ大学
の一つと評価されています。
　協力協定の締結によって、KITの大
学院工学研究科情報工学専攻博士前期

課程の学生がKITとRITの両大学院で
学んで修了要件を満たすことで、最短
2年間で両大学の修士号取得が可能と
なります。

PLUS
大学
PLPLLLUSUSUSSUSUU
大大大大大大大大大大学学学学学

PLUS
高専
PLPLLUSUSSUSUSU
高高高高高高高高高専専専専

PLUS
大学
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大大大大大大大大大大学学学学学

小型無人飛行機プロジェクト

第13回関数グラフアート全国コンテスト

KITとRIT が協定締結

プロジェクトメンバーの皆さん

最優秀賞に輝いた丸山さん

協定書に署名する大澤学長（右）とジェレミー副学長

全日本学生室内コンテストで2連覇

14



 5月

● 鳥取支部
27日（土）18:00～
米子ワシントンホテルプラザ／8人

● 大分支部
27日（土）19:00～
くじら1号／7人

 6月

● 札幌支部
3日（土）18:30～
札幌ジャスマックプラザ／28人

● 岩手支部
17日（土）19:00～
うし亭／13人

東日本大震災の津波被害地域で生活する会員が経済的な理由で出
席できないケースがあることから、津波被害地域での支部総会開催
を検討することになりました。

● 静岡支部（浜松）
23日（金）19:00～
ローランシャンツゥ／14人

● 広島支部
23日（金）19:00～
広島国際ホテル2階 芸州／10人

● 徳島支部
23日（金）19:00～
居酒屋 とくさん／12人

● 佐賀支部
23日（金）19:30～
いけす海幸／6人

● 福島支部
24日（土）18:30～
料理旅館「田事」／15人

● 栃木支部
24日（土）18:30～
海蔵JR駅東口店／11人

● 新潟支部
24日（土）18:00～
ホテルニューオータニ長岡／18人

総会では、新しく卒業した会員のための
情報共有の場を設けるべきではないかと
いう提案がありました。

● 愛知支部（豊橋）
24日（土）19:00～
ボレロ吾妻家／18人

『会報こぶし』でこぶし会全体の活動をアピールするだけでなく、各支
部の活動をもっと取り上げてほしいという声がありました。

● 奈良支部
24日（土）19:00～
奈良ロイヤルホテル／11人

● 島根支部
24日（土）19:00～
茜どき 松江駅前店／11人

● 岡山支部
24日（土）19:00～
サン・ピーチOKAYAMA／19人

● 山口支部
24日（土）19:00～
新山口ターミナルホテル／8人

● 香川支部
24日（土）19:00～
神童ろ／9人

● 長崎支部
24日（土）18:30～
味ごよみ ながせ／4人

● 熊本支部
25日（日）18:00～
「和静」旬菜と郷土の店／6人

 7月

● 宮城支部
1日（土）18:00～
郷土料理 心平／14人

● 和歌山支部
1日（土）18:00～
百楽 和歌山シノワーズ／14人

● 愛媛支部
1日（土）18:00～
ホテルサンルート松山／20人

● 宮崎支部
1日（土）18:30～
祇園たちばな／5人

● 関東こぶし会 （埼玉・千葉・東京・神奈川の4支部）
7日（金）18:00～
金沢工業大学東京事務所／72人

● 道東支部
8日（土）18:00～
十勝ダイニング ふる屋／16人

● 茨城支部
8日（土）18:00～
五鐵 夢鏡庵／14人

今年は平成に卒業した会員が2人を含
め、参加者が倍増しました。久しぶりに会
う仲間も多く、大いに盛り上がりました。

● 福井支部
8日（土）17:00～
講演会＝小浜市まちの駅・旭座
総会・懇親会＝若杉 末広亭／15人

福井支部は若手の参加者が増えていま
す。今後は、それぞれの会員が知り合い
の卒業生を一人でも多く誘うことを申し
合わせました。

● 長野支部
8日（土）19:00～
松本東急REIホテル／13人

● 岐阜支部（岐阜）
8日（土）19:00～
季づな 宇を徳／26人

昭和生まれの会員よりも平成生まれの
会員が増え、支部の若返りが進んでいま
す。学園からの出席者によって参加者が
多くなることがあり、案内はがきに出席
者の名前を書ければという意見もありま
した。

● 滋賀支部
8日（土）18:30～
ホテルボストンプラザ草津びわ湖／9人

● 高知支部
8日（土）18:30～
浪漫亭／12人

● 三重支部
9日（日）11:30～
松阪フレックスホテル／6人

総会で役員改選が行われ、新支部長に渡邉味さんを選びました。懇
親会では、こぶし会活動に積極的に参加していこうという気運が高
まっていました。
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新支部長紹介
新しく就任された支部長をご紹介し
ます。今後の活躍が期待されます。

三重支部
渡邉 味

ためつ

さん（大学・機械・54年）

平成29年度こぶし会支部総会が全国各地で開催されました。

● 山梨支部
21日（金）18:30～
甲府富士屋ホテル／13人

● 青森支部
22日（土）18:00～
青森ワシントンホテル／28人

● 岐阜支部（高山）
22日（土）18:30～
寿楽久／14人

● 京都支部（京都）
22日（土）18:30～
がんこ 高瀬川二条苑／20人

● 静岡支部（静岡）
28日（金）19:30～
酒菜屋「大鉢小鉢」呉服町店／21人

● 愛知支部（名古屋）
29日（土）19:30～
名古屋 百楽／19人

● 京都支部（舞鶴）
29日（土）18:00～
ホテルマーレたかた／7人

 8月

● 京都支部（福知山）
5日（土）18:30～
レストラン和楽
（福知山アークホテル内）／12人

「福知山市周辺の会員が集まる機会を設
けてほしい」との声を受けて今年初めて
開催しました。集いは大いに盛り上がり、
来年の開催を楽しみにしている会員が多く見られました。

● 福岡支部
11日（金）18:00～
北前そば高田屋 博多筑紫口店／8人

● 秋田支部
25日（金）18:30～
魚民 秋田西口駅前店／13人

 9月

● 高岡支部
3日（日）講演会17:00～
支部総会18:40～
ホテルニューオータニ高岡／11人

● 富山支部
30日（土）18:30～
富山地鉄ホテル11Fアルシェフ／15人

 11月

● 山形支部
11日（土）19:00～
居酒屋道場 壱歩／9人

● 大阪・兵庫支部
11日（土）17:30～
桜の藩 尼崎駅前アミング店／19人

鹿児島支部は都合により開催しませんでした。

近畿地区支部長会議

東北・北海道地区支部長会議

東海地区支部長会議

はがきにQRコードを

メールでの案内を検討

ブロックに分けて同窓会実施

　平成29年度近畿地区支部長会議が6月24日、奈良県奈良市の
奈良ロイヤルホテルで開かれ、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和
歌山の支部長ら14人が出席しました。会議では各支部が活動を報
告し、大阪支部は「ウェブに誘導したいので、はがきにQRコード
を印刷してほしい」、奈良支部は「全国一斉ボウリング大会で今後
は家族連れに対応したい」といった意見が聞かれました。また、平
成30年9月に近畿地区として「合同同窓の集い」を開催したいと
いう声もありました。

　平成29年度東北・北海道地区支部長会議が7月23日、青森
県青森市の青森ワシントンホテルで開かれ、道東、札幌、青森、
岩手、宮城、秋田、山形、福島の支部代表者ら23人が出席しまし
た。会議では、札幌支部が「今後ははがきだけなくメールで支部
総会の案内を送ることも検討している」、秋田支部が「近くの会員
には訪問して支部総会への参加を呼び掛けている」と報告しまし
た。案内はがきに支部長のコメントを入れる支部が増え、地道な
活動を続けていくことを互いに確認しました。

　平成29年度東海地区支部長会議が9月16日に静岡県静岡市の
静岡駅前会議室LINKで開かれ、岐阜、静岡、愛知、三重の支部
代表者ら13人が出席し、支部ごとに活動状況を報告しました。三
重支部は「会員が参加しやすいよう、三重県を3ブロックに分け
て地区別同窓会を開きたい」、岐阜支部は「愛知支部と合同でゴ
ルフコンペを開催し、きっかけづくりに取り組んでいる」と話しま
した。出席者は、各支部が独自のアイデアで活動することが活性
化につながるという認識で一致しました。

沖縄支部総会
平成30年1月27日（土）
19:00～
サザンプラザ海邦
沖縄県那覇市旭町7

お知らせ
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お
す
す
め
で
す
。

　

最
近
は
、
漁
獲
量
が
減
っ
て

き
て
い
る
の
で
心
配
し
て
い
ま

す
が
、
三
重
県
を
訪
れ
た
際
に

は
伊
勢
若
松
の
ア
ナ
ゴ
を
ご
賞

味
く
だ
さ
い
。

　

Ｆ
1
日
本
グ
ラ
ン
プ
リ
や
鈴
鹿
8
時
間
耐

久
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
と
い
っ
た
ビ
ッ
グ
レ
ー
ス

が
開
催
さ
れ
る
国
際
レ
ー
シ
ン
グ
コ
ー
ス
が

「
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
」
で
す
。
金
沢
工
大
学

園
「
夢
考
房
」
の
ソ
ー

ラ
ー
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
も
こ
の
サ
ー

キ
ッ
ト
を
走
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
キ
ッ
ト

を
造
ろ
う
と
発
案
し

た
の
は
、
本
田
技
研

工
業
株
式
会
社
創
業

者
の
本
田
宗
一
郎
氏

で
す
。
１
９
５
０
年

代
後
半
か
ら
、
バ
イ

ク
、
自
動
車
の
性
能
を
向
上
す
る
に
は

本
格
的
な
サ
ー
キ
ッ
ト
が
日
本
に
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
、
鈴
鹿
サ
ー
キ
ッ
ト

の
建
設
を
推
し
進
め
ま
し
た
。

　

建
設
の
際
、
本
田
氏
は
「（
日
本
に

と
っ
て
米
は
大
事
だ
か
ら
）
田
ん
ぼ
を
潰
し

て
は
い
け
な
い
」
と
指
示
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
田
ん
ぼ
を
避
け
て
荒
れ
果
て
た
山
林

を
な
ら
し
、
起
伏
に
富

ん
だ
地
形
を
生
か
し
た

こ
と
で
、
世
界
で
も
特

異
な
形
状
を
し
た
サ
ー

キ
ッ
ト
が
完
成
し
た
の

で
す
。

　

１
９
６
２（
昭
和
37
）

年
に
誕
生
し
て
以
来
、

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

聖
地
と
し
て
、
今
も

「SU
ZU
K
A

」
の
名
は
世

界
に
と
ど
ろ
い
て
い
ま

す
。

　

滋
賀
県
の
郷
土
料
理
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
の
が「
鮒
寿
司
」

で
す
。
そ
の
強
烈
な
に
お
い
が

有
名
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実

は
お
い
し
く
て
身
体
に
も
い
い

発
酵
食
品
な
の
で
す
。

　

鮒
寿
司
は
、
タ
イ
の
北
部
か

ら
中
国
雲
南
省
に
か
け
て
の
地

域
に
起
源
を
持
つ「
熟な

れ
寿
司
」

の
一
種
で
、
約
１
５
０
０
年
前

に
大
陸
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
た

と
さ
れ
、
現
在
の
寿
司
の
原
形

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
作
り

方
は
、
琵
琶
湖
の
固
有
種
で
あ

る
ニ
ゴ
ロ
ブ
ナ
を
塩
漬
け
に
し

た
の
ち
、
炊
い
た
ご
飯
を
重
ね

て
漬
け
込
み
、
乳
酸
発
酵
さ
せ

ま
す
。

　

本
来
の
味
を
楽
し
み
た
い

な
ら
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
そ
の

ま
ま
食
べ
る
の
が
お
す
す
め
で

す
。
初
め
て
食
べ
る
方
や
に
お

い
が
気
に
な
る
方
は
お
茶
漬
け
を
試
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
酸
味
や
に
お
い
が
和
ら
ぐ
の

で
食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

鮒
寿
司
は
乳
酸
菌
が
多
く
含
ま
れ
て
お

り
、
腸
内
の
善
玉
菌
を
増
や
し
て
く
れ
る
の

で
美
容
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
栄

養
価
が
高
く
、
古
く
は
体
調
が
優
れ
な
い
時

に
薬
代
わ
り
と
し

て
も
食
べ
ら
れ
ま

し
た
。
く
さ
い
の

で
は
と
い
う
先
入

観
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
ぜ
ひ

一
度
、
味
わ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
に
は
天
守
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
城
が
５
つ
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
。
姫
路
城
、
松
本
城
、
犬
山
城
、
松

江
城
。
そ
し
て
、
滋
賀
県
が
誇
る
彦
根
城

も
そ
の
一
つ
で
す
。

　

彦
根
城
は
、
徳
川
家
康
の
命
を
受

け
、
井
伊
直な
お

継つ
ぐ

と
直な
お

孝た
か

が
約
20
年
の
歳

月
を
か
け
て
築
城

し
、
元
和
８
年

（
１
６
２
２
）
に
完

成
し
ま
し
た
。

　

国
宝
の
天
守

は
、
３
階
建
て
３

重
の
屋
根
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

屋
根
に
は
「
切き
り

妻づ
ま

破は

風ふ

」「
入い
り

母お
も

屋や

破は

風ふ

」「
唐か
ら

破は

風ふ

」

と
い
っ
た
多
様
な

装
飾
を
施
し
、
2

階
と
3
階
に
は

「
花か

頭と
う

窓ま
ど

」、
3
階
に
は
高
欄
付
き
の
「
廻
ま
わ
り

縁え
ん

」
を
巡
ら
せ
る
な
ど
外
観
に
重
き
を
置

い
て
い
ま
す
。

　

天
守
以
外
に
も
、
二

の
丸
佐さ

和わ

口ぐ
ち

多た

聞も
ん

櫓や
ぐ
ら、

天て
ん

秤び
ん

櫓や
ぐ
ら、
太た
い

鼓こ

門も
ん

な
ど

が
国
重
要
文
化
財
で
、

彦
根
城
周
囲
は
特
別
史

跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
滋
賀
県
を
訪
れ
た

際
は
、
琵
琶
湖
八
景
の

一
つ
に
数
え
ら
れ
る
「
月

明
か
り
に
浮
か
ぶ
彦
根

城
」
を
ご
覧
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

カ
ロ
リ
ー
低
く

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も

美
容
や
健
康
効
果

に
も
期
待

三重県三重県
ふっくらした和の食材と
世界屈指のサーキット

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地

外
観
に
こ
だ
わ
っ
た

美
し
さ

伊勢若松のアナゴは肉厚で脂がのっています

［ 三重支部 ］
●活動内容…三重支部総会、
  全国一斉ボウリング大会
●所属会員…1,274人

渡邉 味
ためつ

（大学・機械・54年）

滋賀県滋賀県

1966（平成８）年に大改修を終えています
写真提供：（公社）びわこビジターズビューロー

鮒
ふ な

を発酵させた郷土料理と
築城に20年かけた国宝の城

半年から１年間ほど漬け込みます
写真提供：（公社）びわこビジターズビューロー

［ 滋賀支部 ］
●活動内容…滋賀支部総会
  
●所属会員…1,713人

高橋 賢司
（大学・建築・H元年）

名だたるレーサーに
愛されています
© SUZUKACIRCUIT
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こぶし会も金沢工大学園を応援しています。

大学間競争は一層熾烈に

　新年明けましておめでとうございま
す。輝かしい初春を迎え、こぶし会
会員の皆様の益々のご発展とご健勝
を祈念申し上げますとともに、かね
てより本学園に賜りましたご支援と
ご協力に対しまして心から御礼申し
上げます。
　本学園は既に創立 60 周年を経過
し、本学園を巣立った卒業生は、大学：
6万3千人、高専：6千人、保二会：2
千人を数え、学園同窓会であるこぶし
会は合わせて7万余人の会員を擁す
るに至っています。国内外において縦
横無尽に活躍されている卒業生各位
のおかげをもちまして、北陸地方のみ
ならず、全国的に本学園のステータス
や知名度が向上いたしました。しかし
ながら、2020年問題に象徴されるよ
うに、大学への就学年齢層である18
歳人口の急減期を目前に控え、現在、
国公私立780 校を数える大学間競争
は一層熾烈さを増してきております。

卒業生を加えた『四位一体』で

　このような環境下にあって、これか
らも「社会から信頼され、必要とされ
る学園」、「学生にとって魅力ある学園」
であり続けるためには、学園を構成す
る「学生・理事・教職員」に「卒業生」
を加え、三位一体から『四位一体』と
なった教育・研究・社会貢献の一層の

充実・発展が不可欠であると考えます。
　本学園が更なる発展に向けて構想す
る「工学アカデミア計画」の中でも、「夢
考房プロジェクト事業」は多くの方々
からの長年にわたる寄付に支えられ、
我が国有数の正課外教育として突出し
た成果を挙げてきております。

支部長からの全面的な賛同

　『会報こぶし』60 号においてすで
にご案内いたしましたように、「工学
アカデミア計画」の一環として学園
独自の給付型奨学金制度を支援する
「特別奨学事業」への寄付金募集を
開始するため、平成 29 年 6月に私
を委員長とする「特別奨学事業寄付
金募集委員会」が発足いたしました。
こぶし会の役員の皆様を外部委員と
してお迎えすることによって募集活動
に対する活発な意見交換が行われ、
綿密な意思疎通が図られています。
　こぶし会のご協力により、委員長
である私や本学園泉屋利郎理事長
にあっては、平成 29 年 5月に開催
された「こぶし会九州・沖縄地区支
部長会議」を皮切りに、9月の「こ
ぶし会東海地区支部長会議」に至る
まで、全国 6カ所で開催された支部
長会議に出席させていただき、大学
や高専の現況や将来構想をご説明す
るとともに、「工学アカデミア計画」
への積極的なご支援・ご協力をお願
いいたしました。ご参集の支部長の

方々には、本計画に対する全面的な
ご賛同を戴き、平成 30 年度の活動
に向けて大いなる駆動力を期待する
ことができました。

寄付金件数が大きく伸長

　つきましては、平成 29 年 10月末現
在までにいただいたこぶし会会員から
の寄付金受入件数を一連のグラフに
よってご報告申し上げます。昨年に対
して今年は大きく寄付金件数を伸ば
すことができ、ここに改めまして会員の
皆様には深く感謝申し上げます。
　前号に引き続き、今号につきまし
ても「工学アカデミア計画」寄付金
募集のパンフレットを同封させてい
ただきました。優れた学生諸君への
経済的な支援を継続して行っていく
ためにも、「夢考房プロジェクト事業」
並びに「特別奨学事業」の一層の
充実・発展に対して、こぶし会会員
の皆様には、今後とも宜しくお力添
え賜りますようお願い申し上げます。

工学アカデミア計画「特別奨学事業」の寄付金募集

こぶし会会員の
ご協力に深く感謝

0

50

100

150

200

250

300

350
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件数 2016年 合計
件数 2017年 合計

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

302件

115件

卒業生
28%

保護者
66% 教職員

2%

一般
4%

2016年
10月末現在

卒業生
54%

保護者
42%

教職員
1%

一般
3%

2017年
10月末現在

石川 憲一
金沢工業大学名誉学長

特別奨学事業寄付金募集委員会 委員長

卒業生からの寄付件数と割合



H20/4/1  大学第四次○○○○○○○○○、バ
イオ・化学部○○○○○○○学科、
○○○○○○○科設置、情報○○
○○○○学部を○○○○○学部に
名称変更、情報○○○○○○学科
を情報○○○○学科に名称変更、
○○○○○○○学科を工学部から
情報学部へ変更。大学院工学研究
科○○○○○○○○○工学専攻を
バイオ・化学専攻に○○○○○○○
○○。大学院工学研究科博士○○
○○○○高信頼○○○○○専攻設
置。ＦＭＴ○○○○○○○、○○○
○○○○環境科学研究所、○○○
○アーカイヴス研究所、○○○○○
○○・経営研究所、○○○○○情報
システム研究所開設。

■ 学園のあゆみ⑨　H20年

え

D

B

H

E

F

G

A

C

か

て
た

■ 応募方法
同封しているインフォメーションカードにクイズの答えを記入してお送りください。正解
者の中から抽選で10人の方に3,000円分の図書カードをお送りします。なお、当選者の
発表は賞品の発送を持って代えさせていただきます。
　

■ 締切
平成30年４月2日（月）当日必着

■ 発表
正解は平成30年４月13日（金）にこぶし会ホームページ上で発表します。

A B C D E F G H

※学園のあゆみは金沢工業大学ホームページの教育情報の公表の項目で、
　「教育情報公表資料」内の「付記  沿革」資料に掲載されています。

応募のきまり
インフォメーションカードの

記入例

こ
ぶ
し
会
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

■
ご
本
人
欄

■
勤
務
先
欄

勤
務
先
名

電話番号 卒業生番号

電話番号

住
所

〒
変更理由

１.転居
２.異動
３.社名変更
４.転職
５.その他

※インフォメーションカードの個人情報は、特定された利用目的にのみ利用いたします。

以下の要領でご返信ください。

①

こぶし会インフォメー
ションカードに変更
項目を記入する

③②

ハガキ部分をミシ
ン目で切り離す

剥離紙を
はがす

二つ折に
して貼り合
わす

④

最寄りのポ
ストに投函
ください

⑤

〒

インフォメーションカードの送り方

ここから剥がしてください。

（内線　　　　　　　　　）

クイズの学園解答欄

※記載事項に変更がない場合は、ご返信の必要はございません。なお、本カードは、クイズの学園
　の解答用紙として使うこともできます。
●ご本人欄・勤務先欄に変更があれば、赤字で訂正・追加をした上で、下欄の変更理由に○をつけてください。

以下の金沢工業大学に関する記述のうち、まず○の部分をひらがなで埋めてください
（○は１文字）。それぞれの単語を表のマス目に残さずに当てはめ、A～Hに入る文字
を順に並べてできる言葉を答えてください。

KIT検定（中級編）KIT検定（中級編）
　

ヒント
スケルトンと呼ばれるパ
ズルです。タテは上から下
に、ヨコは左から右に単語を
記入します。また、タテとヨコ
が重なる部分は同じ文
字が入ります。

NN
ぶしこぶぶぶここここぶし会会PPPPRPRぶしししし会会会会 RPぶ Rぶ S
こ R SES NTTTぶ

TTSE会会会会 E SPREESSE EN SSS
こぶし会PR

ESENTS
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　親子の絆を深め、夏休みの思い出
づくりにぴったりなイベントにすっかり
定着したサマーセッション。帰るころ
には家族ぐるみで仲が良くなる光景は
ほほえましいものです。3日間のイベ
ントも盛りだくさんで、定番の研修船
「アルタイル号」による湾内クルージン
グや魚釣り大会は人気があります。
　今年はヨット部員の協力で風の力だ
けで進む帆走をカッターで体験したほ
か、天文部手づくりの移動式プラネタ

リウム『アクイラプラネタリウム』で星々
について学びました。ハーバーでの「水
遊び」では、ライフジャケットをつけ
た子供や大人が海に飛び込むなど、
夏だから体験できるイベントの数々に
参加者は大満足でした。

　第21回こぶし会ゴルフ大会は平成
29年9月9日、石川県加賀市の片山津
ゴルフ倶楽部で開かれ、会員と学園関
係者ら65人が参加し、ゴルフを通じて
親睦を深めました。
　ダブルペリア方式で行われたラウン
ドは、青空がのぞく絶好のゴルフ日和と
なりました。参加者はナイスショットを
放つと笑顔が広がり、プレーの合間に

はお互いの近況を話すなど、心置きな
くプレーを楽しみました。
　個人の部では、塩田有恒さん（大学・
土木・47年）が初優勝を飾り、保二会、
高専（各学科）、大学（各学科）、学園
で競った団体の部は、大学土木チーム
が制しました。

団 体
優　勝 大学土木チーム
第2位 高専電気チーム
第3位 高専機械チーム

個 人　ネットの部
優　勝 塩田 有恒さん（大学・土木・47年）
第2位 織田 一彦さん（高専・機械・H元年）
第3位 笹村 博史さん（大学・土木・48年）

夏の恒例イベント「サマーセッション in 穴水 2017」が平成29年7月
28日から3日間、全国から125人が参加して穴水湾自然学苑で開かれ、
カッター体験やプラネタリウム観賞、アルタイル号での水遊びなどで存
分に夏を楽しみました。

塩田有恒さんが初優勝
団体戦は大学土木チームが栄冠

第21回こぶし会ゴルフ大会

団体の部で優勝した大学土木チーム
写真左から 　笹村 博史さん（48年）
 　谷内 清貞さん（46年）
 　塩田 有恒さん（47年）

個人優勝した塩田有恒さん（左）
5 年ほど前から参加するようになりました。
初めて優勝できたのは、先輩方と一緒に楽
しくラウンドできたおかげです。来年も元気
に出場して連覇したいですね。

豊かな自然の中で思い出づくり
サ マ ー セ ッ シ ョ ン  i n 穴 水  2 0 1 7

平成29年 7月28日（金）～30日（日）

こぶし会
Summer
Event

平成30年のサマーセッショ
ンについては、都合により
中止いたします。
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　同窓会活動の拠点が「こぶし会事務局」です。

平成 27年 3月に新築されてから事務局を訪れた

という方もいらっしゃるでしょう。会員の方から

事務局の場所や入り口が分かりづらいとの声が

聞かれたため、駐車場からこぶし会事務局の入

り口へと誘導する看板を取り付けるなど改善に

取り組んでいます。

　今回、大幅に模様替えをしたのがエントランス

です。入り口から見える正面の壁には、中央に「よ

うこそこぶし会へ」という文字が大きく書かれて

います。これは、会員の皆さんを温かく出迎え

たいという気持ちと、この場所で心地よい時を

過ごしていただきたいという思いが込められてい

ます。また、こぶし会を構成する「保二会」「金

沢工業高等専門学校同窓会」「金沢工業大学同

窓会」を紹介するほか、こぶし会のロゴマーク

を配置しました。

　こぶし会では、これまで以上に会員の皆さん

に学園に足を運んでいただきたいと考えておりま

す。こぶし会事務局は、気軽に立ち寄れる“憩い

の場”としての役割を果たしていきますのでご利

用ください。

壁面にちりばめられた「こぶし会章」は
昭和 59年から使われています。3つの
濃いグリーンは「保二会」「金沢工業高
等専門学校同窓会」「金沢工業大学同
窓会」を表現しています。

こ ぶ し 会 か ら の お 知 ら せ

エントランスを
 リニューアル！
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編  集  後  記
　◆ 今号で特集したように、金沢工大学園は創立60周年を迎えました。昭和 32 年に
北陸電波学校が開校した前年、経済白書に「もはや戦後ではない」の文字が踊っ
たように、そのころの日本は戦争の傷跡が癒え、少しずつ生活が豊かになってき
たと言えます。テレビ創成期に、情報通信技術の重要性をいち早く見抜き、技術
者の育成に乗り出した先人たちの慧眼には驚かされます。

◆ 学園は今年、大きな変革に取り組みます。それは、金沢工業高等専門学校が「国
際高等専門学校」に変わることです。新たなカリキュラムでは、革新的な技術を
生み出すグローバルな人材を育成すると聞いています。金沢工業高等専門学校の
卒業生の一人として、母校の飛躍を期待してやみません。 ／記T.N

■ 送り先
Eメール（kobushi@kanazawa-it.ac.jp）もしくは同封のインフォメーションカードを
ご利用ください。※個人情報に関連する内容については掲載できませんのでご了承ください。

会員同士はもちろん、皆さんと学園をつなぐ唯一の情報誌である『会
報こぶし』では、会員の皆さまからのご意見、ご感想、ご要望をお
待ちしております。

『会報こぶし』へ皆さまの声を

       鎮　魂（敬称略） 

＜特別会員＞
平成29年 　 吉川 明静

（元大学教授）

8月　片木 孝至
（元大学教授）

10月　川並 高雄
（元大学教授）

＜正会員＞
五島 達也
（大学・機械・H4）

宮下 定男
（高専・電気・S47）

相沢 則和
（大学・経営・S48）

南　 健一
（大学・機械・S58）

岩原 克郎
（大学・電気・S48）

佐々木 良定
（大学・機械・S56）

竹森 正伸
（大学・機械・S50）

平成18年 　 富樫 寿夫
（大学・電気・S48）

平成19年　2月　藤崎 昭彦
（大学・土木・S51）

平成20年 　 湯上 哲雄
（保二会・S38）

平成22年　2月　寺井 博行
（大学・機械・S45）

平成27年 　 北谷内 重敏
（保二会・S39）

1月　田山 　孝
（大学・電気・S48）

3月　小西 賢蔵
（保二会・S38）

10月　狐野 心念
（保二会・S35）

平成28年 　 高田 精一
（保二会・S40）

4月　浅原 三津夫
（大学・土木・S52）

前口 芳範
（高専・電気・S50）

8月　西岡 一夫
（大学・機械・S43）

堀込 一弘
（大学・機械・S59）

10月　坂井 　久
（保二会・S36）

鶴谷 秀喜
（大学・機械・S47）

11月　宮島 優太
（大学・ロボティクス・H22）

12月　西川 　寛
（高専・機械・S44）

平成29年 　 渡辺 真一
（大学・電気・H6）

石澤 公一
（大学・経営・S61）

1月　赤池 　郁
（大学・建築・H10）

2月　中島 知行
（保二会・S41）

3月　清水 建治
（大学・土木・S55）

藤場 一澄
（大学・機械・S46）

南 　秀蔵
（保二会・S45）

山口 吉晴
（大学・機械・S53）

金山 正一
（大学・土木・S48）

4月　宮本 　樹
（大学・経営・S63）

寺谷 　聰
（高専・電気・S51）

5月　木原 吉晴
（保二会・S48）

6月　森 　  章
（大学・建築・S55）

7月　鈴木 則光
（大学・機械・S53）

8月　北川 靖夫
（保二会・S38）

松崎 亜由子
（大学・建築・H8）

9月　北 　省一
（大学・土木・S50）

澤井 龍平
（大学・機械・S49）

松田 伸一
（大学・経営・S51）

田口 勝男
（保二会・S38）

11月　平口山　格
（保二会・S32）

下記の方々がお亡くなりになりました。心よりご冥福をお祈り申しあげます。

同窓生が集う憩いの場所、
ぜひお立ち寄りください。

こぶし会事務局はこちらです

三馬三丁目

ケンタッキー
フライドチキン

FM-N1

8番らーめん玄関

P

こぶし会事務局（2F）

■ 開館時間／ 8：30～ 17：30

駐車場からは
この看板が
目印です！

玄関

進む



こぶし会では、平成7年度より「同窓会維持会費」制度を導入し、
満40歳以上の会員に年額1,000円を納入していただいております。
71,024人の会員と各支部への活動支援、年2回の『会報こぶし』の発行など、
同窓会活動の発展を図るために、ご理解とご協力をお願いします。対象となっ
ている未納入の方には、払込取扱票を同封しています。

■会費の払込方法　郵便払込（3年分一括払い3,000円）
お近くの郵便局から同封の払込取扱票を利用して払い込んでください。住所等
の訂正がございましたらインフォメーションカードでご返送ください。

● 保二会全会員
● 高専同窓会（平成30年3月末日で40歳以上の会員）
● 大学同窓会（平成30年3月末日で40歳以上の会員）
＊ 会費の納入は80歳までとさせていただきます。
＊ 平成26年度に3年分の同窓会維持会費の払い込みをされた方は、平
成29年3月に期限が切れております。払込取扱票を同封させていた
だいた方はその該当者となりますので、払い込みくださいますようお
願いいたします。

対  象  者

QRコードで
ホームページを
チェック！

こぶし会を日本一の同窓会組織に ！　　同窓会維持会費納入のご案内

〒921-8501 石川県野々市市扇が丘7番1号 金沢工業大学内
TEL.076-294-6375（直）FAX.076-294-0886
Eメール.kobushi@kanazawa-it.ac.jp  URL.http://www.kobushi.jp

こぶし会
事 務 局

『会報こぶし』は、懐かしい学園の香りをあなたにお届けできる唯一の情報誌です。
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　第 23 回全国一斉ボウリング大会が平成 29 年 10 月
28日から11月17日にかけて35会場で開催されました。
こぶし会の今年度最後の行事となった全国一斉ボウリング
大会。全国 34 支部から会員 224 人、家族 129 人が参
加し、熱投を繰り広げました。会員の部では、窪田和浩さ
んが（金沢会場・高専・電気・H6 年）が 459 点、家
族の部では水津信行さん（東京会場）が 393 点で、それ
ぞれ優勝の栄冠を手にしました。

成 績 　※スコアは２ゲームのトータルです。窪田和浩さんが優勝！

全国34支部35会場で353人が熱投を展開

●会員の部
 優勝 459点　金沢会場　窪田和浩さん（高専・電気・H6年）
 ２位 389点　静岡会場　勝又宏幸さん（大学・建築・H2年）
 ３位 386点　富山会場　西崎　晃さん（大学・電子・54年）
 ４位 378点　旭川会場　久嶋智之さん（大学・電子・H10年）
 ５位 373点　大阪会場　岩本佳巳さん（大学・機械・53年）

●家族の部
 優勝 393点　東京会場　水津信行さん
 ２位 382点　札幌会場　佐伯光子さん ３位 345点　秋田会場　菊地星尊さん ４位 334点　富山会場　西崎貴子さん ５位 325点　金沢会場　酒本慎二さん

全国一斉
ボウリング大会

第23 回

国際高等専門学校
平成 30年度入学生願書受付中！

願書受付期間 試験日 試験場

推薦試験
平成29年 12月 15日（金）～  1月 10日（水） 1月15日（月）

金沢・東京
帰国生推薦試験

一般試験（前期） 平成29年 12月 15日（金）～  1月 23日（火） 1月27日（土）

一般試験（後期） 平成 30年  1 月 29 日（月）～  2 月  6 日（火） 2月10日（土）

現在、平成30年4月にスタートする国際高等専門学校の出願を受け付け中です。
白山麓キャンパスで学ぶ初めての学生となります。入学試験について詳しく知
りたい方は、入試センター（TEL.076-248-9840）までお問い合わせください。
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